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日本の現状を理解する



日本が抱える課題

人口減少・少子高齢化・生産年齢人口の減少

(備考) 将来推計人口は出生中位(死亡中位)。生産年齢人口は15～64歳の人口。 (出所 国立社会保障 人口問題研究所 「日本の将来数位の人口(平成29年推計)」より作成



日本が抱える課題

人口減少・少子高齢化・生産年齢人口の減少

2050年には生産年齢が5割まで減少

税金を払って働く人が５割が、

残りの５割の人を支えていかなけばならない

(備考) 将来推計人口は出生中位(死亡中位)。生産年齢人口は15～64歳の人口。 (出所 国立社会保障 人口問題研究所 「日本の将来数位の人口(平成29年推計)」より作成



日本の平均賃金は諸外国の平均以下

https://www.oecd.org/statistics/compare-your-country.htm

53%77%



学部卒の初任給

22万6千円

院卒の初任給

25万6千円

スタンフォード大学のMBA

130万円 (平均)

144万円 (金融)

152万円 (ベンチャーキャピタル)



生成AIは仕事を奪うのではなく「補完」する

ILOは2023年8月21日、コンピュータが学習した

データを基に新しい情報を作り出す、生成AI（人工知

能）が雇用に与える影響についての報告書を発表し

ました。 ほとんどの仕事や産業における自動化の影

響は部分的で、 生成AIが人に取って代わるという

よりもむしろ補完する可能性が高いと報告。 これらの

最新技術による最大の影響は「雇用破壊ではなく、

むしろ仕事の質、特に作業強度や自律性を変える

可能性が高い」と述べています。

https://www.ilo.org/static/english/intserv/working-papers/wp096/index.html

https://www.ilo.org/static/english/intserv/working-papers/wp096/index.html


世界タレント（高度人材）ランキング
World Talent Ranking 2022

54/63 管理職の能力

41/63 全体(競争力)

27/63 人材を引き付けられる
      環境や条件

37/63 継続的な人材育成

https://www.imd.org/wp-content/uploads/2023/03/2022-imd-world-talent-ranking-.pdf



世界タレント（高度人材）ランキング
World Talent Ranking 2022
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世界タレント（高度人材）ランキング
World Talent Ranking 2022

https://www.imd.org/wp-content/uploads/2023/03/2022-imd-world-talent-ranking-.pdf

弱み
✓ 経営層の国際経験
✓ 有能な上級管理職
✓ 競争経済のニーズに答えている
✓ 産業界のニーズに応えている
✓ 言語力



企業が求める人物像



日本経済団体連合会
採用と大学への期待に関するアンケート結果(2022-01-18)
https://www.keidanren.or.jp/policy/2022/004_kekka.pdf

• 主体性

• 協調性

• 課題設定・解決能力

• 論理的思考量



日本経済団体連合会
採用と大学への期待に関するアンケート結果(2022-01-18)
https://www.keidanren.or.jp/policy/2022/004_kekka.pdf

• 課題解決型の教育プログラム

• IT・AIリテラシー教育

• 社会や企業のニーズに対応
した教育プログラム



企業が求める人物像を育成するには



令和の日本型学校教育

文部科学省|「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/senseiouen/mext_01317.html

個別最適な学び

協働的な学び

総合的な学習(探究)



探究型学習、高校教員の半数以上が指導に苦慮…福島大学調査

福島県内の高校教員の半数以上が「探究方法の指導」などに課題を感じていることが2023年12月6日、福島大学の調査結果から明らかになった。 

探究指導の経験年数が短い教員は指導方法そのもの、経験年数が長い教員は全体のマネジメントに関する課題をあげる割合が高かった。

https://www.fukushima-u.ac.jp/news/Files/2023/12/180_02.pdf



生成AIの誕生により

今世界で何がおころうとしているのか



生成AIの誕生により今世界で何が起ころうとしているのか？

対話型AIによる自律的な学習の実現

対話型 AI は、 AI チャットボットとも呼ばれ、 自然言語処理（NLP）技術を用いてユーザと自然な会話をすること

ができるシステムです。 このシステムを利用すると学習者は自分の疑問点や理解できない箇所について、 自然な

言葉で質問することができるようになります。 学習者は対話型 AI とのやり取りの中で、自分自身で学習の課題を

見つけ、解決策を見つけるなど自律的な学習が可能となります。 また、対話型AIは24時間365日利用することが

できるため、 学習者は自分の都合に合わせていつでも学習を進めることができます。 これは、自律的な学習を支え

る重要な要素の1つであり、 学習者の学習意欲やモチベーション向上につながる可能性があります。

Open AI の CEO の SAM ALTMAN は、 2023年３月にABCニュースの取材で 「生成 AI は 各々の児童

生徒に学習を提供する能力を持っている」 と述べています※1。 また Microsoft の共同創業者であり、 現在 ビル

&メリンダ・ゲイツ財団の Bill Gate は、2023年2月に Rishi Sunak 英国首相との面談の中で、 「18か月以内

にAIチャットボットが子供たちを教えるようになる」と述べています※2。 このように教育分野で対話型 AI の活用

は、 学習者の自律性を支えながら、 個別の学習ニーズに最適化された学習環境を提供することで、より効果的で

充実した学びを実現できる可能性があります。

※1: OpenAI CEO Sam Altman says AI will reshape society, acknowledges risks: 'A little bit scared of this' - ABC News (go.com)

※2: Bill Gates: A.I. chatbots will teach kids how to read within 18 months (cnbc.com)

https://abcnews.go.com/Technology/openai-ceo-sam-altman-ai-reshape-society-acknowledges/story?id=97897122
https://www.cnbc.com/2023/04/22/bill-gates-ai-chatbots-will-teach-kids-how-to-read-within-18-months.html


AI による自律的な学習支援システムの実例
対話型AIを活用した自律的学習支援システムの具体的な実装例として、 米国の非営利教育団体である Khan Academy※3 と高等教育向けオンライン学習プラット

フォームのCoursera※4 が挙げられます。 両サービスとも、学習者は自分の学習ニーズや疑問に対してAIとの対話を通じて個別のサポートを受けることができます。

AIが学習者の質問に適切な回答や解説を提供することで、学習の理解度や効果を向上させることが期待されます。

生成AIの誕生により今世界で何が起ころうとしているのか？

Khan Academy  が提供する AI アシストシステム

(1) 家庭教師としての機能

Khan Academy のAIチャットボットである Khanmigo が学習者とどのようなやり取

りをしているのかを見てみましょう。

例えば、学習者が｢12分の5×2の答えを教えて｣と聞いても Khanmigo は｢自分で

できるようになることが大事です！12分の5に2をかけるには何が必要だと思います

か？｣と返事をするのみです。

そこで、 学習者が｢同じ分母が必要だと思う｣とタイプすると｢それはいい考えだけど、

掛け算のときは足し算や引き算と違って、分母が同じでなくても大丈夫です。他に何がで

きると思いますか？｣と問いかけます。

このように、すぐに答えを出さず、学習者の問題解決能力を自主的に育むための

｢家庭教師｣としての立場に徹底した作りになっているのが特徴です。

※3: Harnessing GPT-4 so that all students benefit. A nonprofit approach for equal access - Khan Academy Blog

※4: Coursera Unveils Generative AI Features for Online Platform (govtech.com)

https://blog.khanacademy.org/harnessing-ai-so-that-all-students-benefit-a-nonprofit-approach-for-equal-access/
https://www.govtech.com/education/higher-ed/coursera-unveils-generative-ai-features-for-online-platform


https://news.microsoft.com/source/asia/features/indias-schoolteachers-are-drafting-better-lesson-plans-faster-thanks-to-a-copilot/



学年

科目

テーマ

Gen AI レッスンプラン Gen AI テスト問題

Copilot PPT資料

Shiksha copilot



学年

科目

テーマ

Gen AI レッスンプラン Gen AI テスト問題

Copilot PPT資料

Shiksha copilot

後半の講演でデモンストレーション





日本での実例



【PBL+生成AI】 琉球大学 DXによる地域課題解決

• 生成AIを活用した政策立案手法

• 生成AI同志によるディベート

DX（デジタルトランスフォーメーション）の活⽤による地域社会 

が抱える様々な課題の解決を担う、地域公共⼈材養成を⽬的

とする。 具体的には、地域課題解決にDXををどのように適⽤

するかについ てアイデアソンで検討し、グループで提案書を

作成する。

https://www.u-ryukyu.ac.jp/wp-content/uploads/2023/03/3532225d0551b49b0f4a29962855dd35.pdf



生成AIを教育現場に導入すべきか、すべきでないのかのディベート

中田
生成AIの専門家
教育コンサルタント
生成AI利用肯定派

教育長
生成AI利用中立派

指導主事A
生成AI利用反対派

指導主事B
生成AI利用肯定派

教員C
生成AI利用否定派

教員D
生成AI利用肯定派

教員E
生成AIについてよく知らない

教員F
生成AI利用否定派
生成AIについてよくしらない



あなたは{専門家1}、{専門家2}、{専門家3}、{専門家4}、{専門家5}、{専門家6}、{専門家7} の役割を持っています。
今から{トピック}について交互に発話させ課題と解決方法を混ぜならが水平思考を使い議論してください。
全てのラウンドで必ず全員が発言してください。

ラウンド１の議論の一番最初は{専門家1}から発言してください。150文字程度で発言してください。

{専門家1}の発言の後に発言する人はランダムに選らんでください。
ラウンド２以降は、各専門家がランダムに発言します。
「です」「ます」調で話してください。

ラウンドが終了したら、次のラウンドに進むかどうか聞いてください。

1回目の議論と結論を参考にし、それぞれの専門家は2回目の議論を行ってください。
1回目、2回目の議論と結論を参考にし、それぞれの専門家は3回目の議論を行ってください。
1回目、2回目、3回目の議論と結論を参考にし、それぞれの専門家は4回目の議論を行ってください。
1回目、2回目、3回目、4回目の議論と結論を参考にし、それぞれの専門家は5回目の議論を行ってください。

必ず{ゴール}に向かい議論してください。

5回目の議論が終了したら最後に
-具体的なアクションプラン
-実装戦略
-課題
-リスク
をまとめてください。



• 生成AI利用肯定派の専門家は、生成AIが教育の質、公平性、多様性、変革、革新、可能性、視野、楽しさ、

魅力、モチベーション、達成感、効率、効果、未来、展望などを高めると主張しました。

• 生成AI利用否定派の専門家は、生成AIが教育の質、倫理、安全性、基準、規範、品質、信頼性、本質、意義、

人間性、関係性、目的、意味、価値、尊厳などを低下させると主張しました。

• 生成AI利用中立派の専門家は、生成AIが教育の利益、課題、方針、方向性などに影響を与えると述べ、

生成AIを教育に適切に選択、導入、運用、評価、改善するためには、教育の目的、価値観、関係者、利害

関係者の意見、合意などが重要だと述べました。

• 生成AIについてよく知らない専門家は、生成AIについての基礎知識、実践例、資料、参考文献などを

教えてほしいと述べ、生成AIについての疑問、不安、理解、支持などを解消したいと述べました。



学習者が「高次の思考」に達していない



低次の思考、高次の思考

「タキソノミー」は、1956年に米国の教育心理学者のBenjamin Samuel Bloom によって作成された階層的な教育

フレームワークです。 このフレームワークでは、学習者は「低次の思考」から「高次の思考」に少しずつ移行していき、物事を暗記す

ることではなく、 概念やアイデア、 そして原則および手順の評価と分析に焦点を当てています。

「改訂版タキソノミー」とは、 Bloom の弟子であるAnderson等によって、 ブルームのタキソノミーを再構築し、 教師が教育

実践や評価のために活用するフレームワークとして2000年前後にまとめらえたものです。

①記憶する

②理解する

③応用する

④分析する

⑤評価する

⑥想像する

知識を覚えた？ 何を覚えた？ いくつ覚えた？

説明できる？ 言い換えられる？

他の活動で使ってみた？

何がわかった？

成果は？

低次の学習・認知スキル 高低次の学習・認知スキル



問題解決学習における思考モデル

学習問題を発見し、主体的になる場面 仮説を立て個で追及する場面 対話して深める場面 個が納得する場面

ひとりで

みんなで みんなで

ひとりで ひとりで

疑問
目的

学習
問題

仮説 検証 解決

辰野千壽(1995)思考力、「教材フォーラム」、進学社の問題解決における思考作用」の図を基に、鳴門教育大学の藤村裕一教授が加筆したもの



生成AIを使った授業設計

東京都教育研修センター
https://www.kyoiku-kensyu.metro.tokyo.lg.jp/08ojt/helpdesk/plans/sho/files/sha_material00.pdf



プロンプト
あなたは小学校の社会科の教師です。
{指導要領解説}を参照して、社会科学の{指導案}を作成します。

{単元名}: 安全な暮らしを守る
{指導案}を作成: 以下の項目をいれること。
- {単元名}:
- {単元名}の目標を箇条書きで作成
- {児童観}を箇条書きで作成
- {教材観}を箇条書きで作成
- {指導観}を箇条書きで作成
- {単元名}の観点別評価基準は以下の3項目
    - {知識・技能}を箇条書きで作成
    - {思考・判断・表現}を箇条書きで作成
    - {主体的に学習に取り組む態度}を箇条書きで作成
{指導計画案}を作成: 以下の目的に沿った形で、学習活動を箇条書き作成する。
-導入: 問題、課題をつかむ、見通す
-展開: 調べる、調べたことを発表し、全体で話し合う
-終末: 調べたことを元に、学習問題についてまとめる
# 参照情報
{児童観}: 児童観とは子供はどのようなものであるかについてのおとなの見方。
目標から俯瞰した子どもたちの実態を表現します。
{教材観}: 教材観とはその単元（教材）で教師が教えたい学習内容と学習方法
である。 その時間でしか教えることができない内容を書く。
{指導観}: 指導観とは何か 指導観とは、教えたい内容と子どもの実態のズレを
埋めるために、どのような指導をするのかをいうことだ。 子どもを目標に近づける
ための手立てである。
{指導要領解説}
https://www.mext.go.jp/content/20230308-mxt_kyoiku02-
100002607_003.pdf

指導案の作成



プロンプト
あなたは小学校の社会科の教師です。
{指導要領解説}を参照して、社会科学の{指導案}を作成します。

{単元名}: 安全な暮らしを守る
{指導案}を作成: 以下の項目をいれること。
- {単元名}:
- {単元名}の目標を箇条書きで作成
- {児童観}を箇条書きで作成
- {教材観}を箇条書きで作成
- {指導観}を箇条書きで作成
- {単元名}の観点別評価基準は以下の3項目
    - {知識・技能}を箇条書きで作成
    - {思考・判断・表現}を箇条書きで作成
    - {主体的に学習に取り組む態度}を箇条書きで作成
{指導計画案}を作成: 以下の盲目に沿った形で、学習活動を箇条書き作成する。
-導入: 問題、課題をつかむ、見通す
-展開: 調べる、調べたことを発表し、全体で話し合う
-終末: 調べたことを元に、学習問題についてまとめる
# 参照情報
{児童観}: 児童観とは子供はどのようなものであるかについてのおとなの見方。
目標から俯瞰した子どもたちの実態を表現します。
{教材観}: 教材観とはその単元（教材）で教師が教えたい学習内容と学習方法
である。 その時間でしか教えることができない内容を書く。
{指導観}: 指導観とは何か 指導観とは、教えたい内容と子どもの実態のズレを
埋めるために、どのような指導をするのかをいうことだ。 子どもを目標に近づける
ための手立てである。
{指導要領解説}
https://www.mext.go.jp/content/20230308-mxt_kyoiku02-
100002607_003.pdf

指導案の作成

単元の内容はこの１文だけ
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{指導案}を作成: 以下の項目をいれること。
- {単元名}:
- {単元名}の目標を箇条書きで作成
- {児童観}を箇条書きで作成
- {教材観}を箇条書きで作成
- {指導観}を箇条書きで作成
- {単元名}の観点別評価基準は以下の3項目
    - {知識・技能}を箇条書きで作成
    - {思考・判断・表現}を箇条書きで作成
    - {主体的に学習に取り組む態度}を箇条書きで作成
{指導計画案}を作成: 以下の盲目に沿った形で、学習活動を箇条書き作成する。
-導入: 問題、課題をつかむ、見通す
-展開: 調べる、調べたことを発表し、全体で話し合う
-終末: 調べたことを元に、学習問題についてまとめる
# 参照情報
{児童観}: 児童観とは子供はどのようなものであるかについてのおとなの見方。
目標から俯瞰した子どもたちの実態を表現します。
{教材観}: 教材観とはその単元（教材）で教師が教えたい学習内容と学習方法
である。 その時間でしか教えることができない内容を書く。
{指導観}: 指導観とは何か 指導観とは、教えたい内容と子どもの実態のズレを
埋めるために、どのような指導をするのかをいうことだ。 子どもを目標に近づける
ための手立てである。
{指導要領解説}
https://www.mext.go.jp/content/20230308-mxt_kyoiku02-
100002607_003.pdf

指導案の作成

回答の出力形式を指定



プロンプト
あなたは小学校の社会科の教師です。
{指導要領解説}を参照して、社会科学の{指導案}を作成します。

{単元名}: 安全な暮らしを守る
{指導案}を作成: 以下の項目をいれること。
- {単元名}:
- {単元名}の目標を箇条書きで作成
- {児童観}を箇条書きで作成
- {教材観}を箇条書きで作成
- {指導観}を箇条書きで作成
- {単元名}の観点別評価基準は以下の3項目
    - {知識・技能}を箇条書きで作成
    - {思考・判断・表現}を箇条書きで作成
    - {主体的に学習に取り組む態度}を箇条書きで作成
{指導計画案}を作成: 以下の盲目に沿った形で、学習活動を箇条書き作成する。
-導入: 問題、課題をつかむ、見通す
-展開: 調べる、調べたことを発表し、全体で話し合う
-終末: 調べたことを元に、学習問題についてまとめる
# 参照情報
{児童観}: 児童観とは子供はどのようなものであるかについてのおとなの見方。
目標から俯瞰した子どもたちの実態を表現します。
{教材観}: 教材観とはその単元（教材）で教師が教えたい学習内容と学習方法
である。 その時間でしか教えることができない内容を書く。
{指導観}: 指導観とは何か 指導観とは、教えたい内容と子どもの実態のズレを
埋めるために、どのような指導をするのかをいうことだ。 子どもを目標に近づける
ための手立てである。
{指導要領解説}
https://www.mext.go.jp/content/20230308-mxt_kyoiku02-
100002607_003.pdf

生成AIが知らないことは、プロンプト内で

定義する。

児童観、教材観、指導観

指導案の作成



{単元名}の観点別評価基準
•{知識・技能}

• 自分たちの暮らしに関わる危険や災害の種類や特徴を説明できる。
• 自分たちの暮らしに関わる危険や災害に対処するための防災や防犯の方
法を説明できる。

• 自分たちの暮らしに関わる危険や災害に対処するための防災や防犯の方
法を実践できる。

•{思考・判断・表現}
• 自分たちの暮らしに関わる危険や災害について、その原因や影響を考える
ことができる。

• 自分たちの暮らしを守るために必要な防災や防犯の知識や技能を活用し
て、問題を解決することができる。

• 自分たちの暮らしに関わる危険や災害について、自分の考えや感想を表現
することができる。

•{主体的に学習に取り組む態度}
• 自分たちの暮らしに関わる危険や災害に対して、興味や関心を持って学習
に取り組むことができる。

• 自分たちの暮らしを守るために、自分の役割や責任を果たすことができる。
• 自分たちの暮らしを守るために、家庭や学校、地域と協力して学習に取り組
むことができる。

{指導計画案}
•導入: 問題、課題をつかむ、見通す

• 児童に、自分たちの暮らしに関わる危険や災害について、自分の経験や
知っていることを話させる。

• 児童に、自分たちの暮らしに関わる危険や災害の種類や特徴を、写真やビ
デオなどの教材を用いて紹介する。

• 児童に、自分たちの暮らしに関わる危険や災害について、学びたいことや知
りたいことを考えさせる。

：

回答
{単元名}: 安全な暮らしを守る
{単元名}の目標
• 自分たちの暮らしに関わるさまざまな危険や災害について、その原因や影響
を考えることができる。

• 自分たちの暮らしを守るために必要な防災や防犯の知識や技能を身につけ
ることができる。

• 自分たちの暮らしを守るために、家庭や学校、地域と協力して行動することが
できる。

{児童観}
• 自分たちの暮らしに関わる危険や災害に対して、興味や関心を持っている。
• 自分たちの暮らしを守るために、何ができるのかを考えたり、実践したりする
ことに意欲的である。

• 自分たちの暮らしを守るために、家庭や学校、地域の人々と協力することの大
切さを理解している。

{教材観}
• 自分たちの暮らしに関わる危険や災害は、自然現象や人間の活動によって
引き起こされるものであることを示す。

• 自分たちの暮らしを守るために必要な防災や防犯の知識や技能は、日常生
活や学校生活で役立つものであることを示す。

• 自分たちの暮らしを守るために、家庭や学校、地域と協力して行動することは、
社会の一員としての責任や役割であることを示す。

{指導観}
• 自分たちの暮らしに関わる危険や災害について、具体的な事例や体験を通
して、その原因や影響を考えさせる。

• 自分たちの暮らしを守るために必要な防災や防犯の知識や技能を、実際に
試したり、演習したりすることで、身につけさせる。

• 自分たちの暮らしを守るために、家庭や学校、地域と協力して行動することを、
実践的な活動や役割分担を通して、体験させる。

指導案の作成



プロンプト
この指導計画案を参照し、45分の授業の発問計画を作成してください。

発問計画の作成



プロンプト
教師主導の授業ではなく、学習者が自ら学ぶ授業にしてください。 

主体的な学びを実現するにはどう発問すれば
よいのか？

指導案の作成



プロンプト
自分たちで仮説を立て、検討し、試行錯誤し、解決方法を見つけていく授業計画
を作成してください。インターネット検索ができる端末を使うようにします。

GIGAスクール時代の授業を実現するには？

発問計画の作成



学習者の認知レベルを評価するためのテスト問題

Bloom’s Taxonomy の教育目標分類学に基づいて学習者の認知レベルを評価するためのテスト問題を5問づつ作成

知識（Knowledge）

1. 家庭での火災予防にはどのような措置がありますか？

2. 地震が起きたときに取るべき基本的な行動は何ですか？

3. 交通安全に関する3つの基本ルールを挙げてください。

4. 水難事故を防ぐための基本的なルールは何ですか？

5. 日常生活での怪我を防ぐための基本的な対策は何ですか？

理解（Comprehension）

1. なぜ地震の際には机の下に隠れることが推奨されるのですか？

2. 交通事故が多発する原因として、どのようなことが考えられますか？

3. 水の事故を防ぐために、なぜライフジャケットの着用が重要なのですか？

4. 火災予防のために、なぜ定期的な電気設備の点検が必要なのですか？

5. 日常生活での怪我を防ぐために、なぜ整理整頓が重要なのですか？

応用（Application）

1. もし家で火災が発生した場合、どのような手順で避難しますか？

2. あなたの学校で地震が起きた場合、どのように行動しますか？

3. 交通安全ルールを守ることが、どのように事故を減少させるか説明してください。

4. 水辺で遊ぶ際、安全を確保するためにどのような措置を取りますか？

5. 自転車を安全に乗るためには、どのような点に注意すべきですか？

分析（Analysis）

1.地域によって異なる災害リスクを分析し、それに対する対策を考えてください。

2.交通事故の事例を分析し、原因となった要因を特定してください。

3.学校の避難訓練のプロセスを分析し、改善点を提案してください。

4.家庭内での事故事例を分析し、それらがなぜ起こったのかを説明してください。

5.公共の場での安全対策を分析し、どのように改善できるかを考えてください。



https://qiita.com/hisaho/items/4ce82b582cc3b4093b5b https://qiita.com/hisaho/items/8903592458b06579704f



対話型生成AIチャットシステムの提供決定ツリー

対話型生成AI
チャットシステム

が欲しい

独自のデータソースに基づき、モデルに
答えを生成させたいですか

独自のアプリ・インターフェースを構築
するか、管理された、統合された
エクスペリエンスを活用するか

データや機能の統合だけでなく、
アプリやモデルの動作を開発者が完全
にコントロールする必要がありますか

Copilot

M365
Copilot

Copilot
Studio

Azure
OpenAI
Service

• OpenAIのモデルと最新のウェブデータを使用し、透明性の高いソースで回答を
生成

• データはテナント境界の外を移動するが、企業データはAIトレーニングから保護
される

• 一部のM365 SKUは追加コストなし

独自開発

サービス利用 • Microsoft Graphを採用し、M365アプリケーションに統合

• プラグイン/コネクタのエコシステムで拡張可能 

• M365 Chat on the web または Bing Chat Enterprise を使用するためにブ
ラウザ上で簡単に切り替え可能

• ローコードツールとAzure OpenAI Serviceを活用して、すぐにチャットボット体験
を作成できます。

• 様々なデータソースやウェブページに基づいたチャットボットを動的に作成追

• 加アプリケーションへのコネクタで拡張

• 高度な言語AI機能を提供するMicrosoftとOpenAIのコラボレーション。

• Information Accelerator は、Azure OpenAIや他のAzureサービスを使って
データと会話することを可能にするアーキテクチャパターンです。

No

Yes

No

Yes



Microsoft Information Assistant

https://partner.microsoft.com/en-ee/asset/collection/azure-openai-service-accelerator#/ https://github.com/microsoft/PubSec-Info-Assistant



利用者自身が独自のデータを簡単に追加できます



レスポンスの制御が行えます(ペルソナ、温度の設定)



生成に使った参照文献・引用文献



参照文献・引用文献の確認



原文の参照



参照文献中の表も内容も理解できる

2019年会計年度第1四半期にマイクロソフトの普通株式を何株買い戻したか



参照した表



参照文献中の画像も理解できる

Breyers アイスクリームにはどんなフレーバーがありますか



参照した画像
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